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    年齢にかかわりない転職・再就職者の受入れ促進のための指針について 
 
 
 

職業キャリアが長期化し、働き方のニーズが多様化するとともに、急速な技術革新や産業・事業構造の変化によって、企業・
労働者双方において中途採用・転職・再就職ニーズが高まっている。このため、転職・再就職が不利にならない柔軟な労働市場
や企業慣行の確立が求められている。 

○ 人手不足の中で、事業承継
や企業価値向上の担い手とな
る中核人材を求める中小企業。 

 
○ 産業・事業構造の劇的 
 な変化の中で、必要な 
  専門性等を持つ人材を 
  速やかに採用したい企業。 

労働者 
 
 
 
 
 

 
国 等 

 

○ これまで培ってきた 
   「職務遂行能力」や「専門性」 
       を利用して、キャリアアップ   
      やキャリアチェンジを 
                  図りたい労働者。 

○ 企業・労働者双方のニーズを踏まえて、年齢にかか
わりない円滑な転職・再就職を支援する国等。  

○ 必要とする職業能力等の明確化及び職場情報等の積
極的な提供 

○ 職務経験により培われる職務遂行能力の適正な評価 
○ 専門性の高い従業員の活躍機会の拡大 

転職 
市場 

転職・再就職拡大を進める主体 

○ 公平かつ柔軟な処遇 
○ 早期定着に向けた支援 
○ 平素からの従業員に求める役
割の明確化、職業能力の把握 

○ 転職市場に関する情報発
信、職場情報の見える化の
促進 

 
○ 転職・再就職者の受入れ促
進のための機運の醸成 

○ 労働者の専門性や職務遂行能力等の見える化 
○ 中高年齢者等の中途採用拡大に取り組む企業への助成等 

機運の醸成 
年齢にかかわりない 
適正な評価・採用 

＜国の取組＞ 

＜企業の取組＞ 

採用後の 
活躍支援 

○ 一度でも中高年齢者の中途採用経験がある企業は、採
用に積極的になる傾向がある。 

○ 「専門性」だけでなく、職務経験により培われる土台とな
る「職務遂行能力」（コンピューターのOSに相当するもの）
が、企業横断的に活躍するために重要であり、職務経験
が豊富な労働者の転職後の活躍が期待される。 

○ 転職後の活躍度合いは、転職による業種・職種の変化
にかかわらずほぼ同様の傾向にある。 

○ 中途採用された中高年齢者が活躍している好事例を持
つ企業の存在。 

年齢にかかわりない活躍の可能性 

転職指針の中核となる取組 

① 
② ③ 

○ 従業者の主体的（自律的）・継続的なキャリア形成の促進 

 
本年３月中に、転職・再就職者の受入れ促進のため、企業が取り組むことが望ましいと考えられる基本となるべき事項等を示し
た、「年齢にかかわりない転職・再就職者の受入れ促進のための指針」を新たに策定し、経済界に要請する。 
 
指針策定の背景 


